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 大 学 名 定員数
（A)

総入学者
 (B)

総志願数
(C)

C/B C/A

北海道医療大学 150 186 887 4.8 5.9 
北海道薬科大学 210 224 640 2.9 3.0 
青森大学 90 54 98 1.8 1.1 
岩手医科大学 160 167 252 1.5 1.6 
東北薬科大学＊ 340 359 1,244 3.5 3.7 
奥羽大学 140 95 165 1.7 1.2 
いわき明星大学 90 52 172 3.3 1.9 
国際医療福祉大学 180 198 984 5.0 5.5 
高崎健康福祉大学 90 91 372 4.1 4.1 
城西大学＊ 300 310 1,381 4.5 4.6 
日本薬科大学＊ 350 203 690 3.4 2.0 
東邦大学 220 251 2,015 8.0 9.2 
東京理科大学＊ 180 183 3,482 19.0 19.3 
日本大学 240 264 2,100 8.0 8.8 
千葉科学大学＊ 170 98 257 2.6 1.5 
城西国際大学 150 75 208 2.8 1.4 
帝京平成大学 240 199 628 3.2 2.6 
東京薬科大学 420 430 3,280 7.6 7.8 
明治薬科大学＊ 360 403 3,837 9.5 10.7 
昭和大学 180 195 1,659 8.5 9.2 
昭和薬科大学 240 248 2,361 9.5 9.8 
星薬科大学＊ 280 318 3,701 11.6 13.2 
慶應義塾大学＊ 210 247 3,410 13.8 16.2 
北里大学＊ 285 293 2,685 9.2 9.4 
武蔵野大学 145 140 2,262 16.2 15.6 
帝京大学 320 329 2,645 8.0 8.3 
横浜薬科大学 360 454 1,936 4.3 5.4 
新潟薬科大学 180 163 437 2.7 2.4 
北陸大学 306 169 417 2.5 1.4 
名城大学 250 258 2,119 8.2 8.5 
愛知学院大学 150 169 869 5.1 5.8 
金城学院大学 150 154 687 4.5 4.6 
鈴鹿医療科学大学 100 109 283 2.6 2.8 
京都薬科大学 360 373 2,197 5.9 6.1 
同志社女子大学 120 132 1,121 8.5 9.3 
立命館大学 100 111 2,117 19.1 21.2 
大阪薬科大学＊ ( 一括） 300 310 2,376 7.7 7.9 
近畿大学＊ 180 204 3,825 18.8 21.3 
摂南大学 220 234 2,606 11.1 11.8 
大阪大谷大学 140 140 590 4.2 4.2 
神戸薬科大学 270 317 2,060 6.5 7.6 
武庫川女子大学＊ 250 270 983 3.6 3.9 
神戸学院大学 250 272 2,888 10.6 11.6 
兵庫医療大学 150 171 657 3.8 4.4 
姫路獨協大学 120 49 317 6.5 2.6 
広島国際大学 160 152 557 3.7 3.5 
安田女子大学 130 66 198 3.0 1.5 
福山大学 200 101 311 3.1 1.6 
就実大学 120 100 293 2.9 2.4 
徳島文理大学 200 90 263 2.9 1.3 
徳島文理・香川薬学部＊ 120 58 154 2.7 1.3 
松山大学 160 73 300 4.1 1.9 
福岡大学 230 257 2,322 9.0 10.1 
第一薬科大学 173 182 300 1.6 1.7 
長崎国際大学 120 100 273 2.7 2.3 
九州保健福祉大学＊ 170 165 565 3.4 3.3 
崇城大学 120 124 825 6.7 6.9 

11,599 10,829 76,261 7.0 6.6 

　調査は、同協会に加盟し
ている 57 校（徳島文理大
学香川薬学部含む）を対象
に行った。今年度の定員数
は、昨年度より 90 人減少
し１万 1599 人。総志願者
数は昨年度より 2318 人多
い７万 6261 人で、減り続
けてきた志願者が増加に転
じた。
　平均倍率（総志願者数
／定員）は一昨年度と同
水準の 6.6 倍で、昨年度の
6.3 倍を上回った。志願者
のうち６年制は、一括入試
の大阪薬科大学を含めると
７万 1522 人（昨年度６万

9587 人）と７万人台に回復。４年制は
4739 人（4356 人）で約９％増加した。  
　この数年来、志願者の減少が続く中
で、各校では定員削減が続いたが、今年
度はようやく、志願者の減少に歯止めが
かかった形だ。ただ、大学間で志願者数・
倍率には依然として大きな差がある。  
　最も倍率が高かったのは、近畿大の
21.3 倍（19.1 倍 ） だ が、 立 命 館 大 が
21.2 倍（15.1 倍）と昨年度に比べ大き
く躍進、20 倍を超える大学が復活した。

こ の ほ か、 東 京 理 科 大 19.3 倍（17.6
倍）、慶應大 16.2 倍（17.1 倍）、武蔵野
大 15.6 倍（18.7 倍）、星薬科大 13.2 倍

（13.1 倍）のほか、摂南大、神戸学院大、
明治薬大、福岡大で 2 桁倍率となった。  
　一方、倍率が３倍未満だったのは 20
校（昨年度 18 校）、２倍未満は 13 校（11
校）といずれも増加した。
　今年度最も倍率が低かったのは青森大
の 1.1 倍、次いで奥羽大の 1.2 倍、徳島
文理大と同大香川薬学部の 1.3 倍、城西
国際大と北陸大の 1.4 倍、千葉科学大と
安田女子大の 1.5 倍、岩手医科大と福山
大の 1.6 倍、第一薬大の 1.7 倍、いわき
明星大と松山大の 1.9 倍で、これら多く
の大学では厳しい状況が続いている。  
　一般入試で最も倍率が高かったのは
東京理科大の 34.2 倍、次いで立命館大
29.7 倍、近畿大 23.8 倍、慶應大 21.3
倍であった。また 10 倍以上は 15 校だっ
た。
　志願者の実数として最も多かったの
は、昨年度に続き明治薬科大の 3837 人

（4023 人）、次いで近畿大 825 人（3435
人）、星薬科大 3701 人（3672 人）だった。
　最も少なかったのは青森大の 98 人で
３桁を切った。次いで徳島文理大香川薬
学部の 154 人など。

日本私立薬科大学協会　2011 年度志願者調査
　薬系大学・薬学部が今年度も “ 総定員割れ ” したが、志願者数について

は昨年度より 2300 人ほど多い 7 万 6261 人だった。日本私立薬科大学協

会の 2011 年度入学志願者数調査で分かった。一昨年度に志願者数は８万

人を切り、昨年度も減少していたが、受験生の “ 薬学離れ ” に回復の兆し

が見えてきた。志願段階とはいえ、平均競争率も 6.6 倍と昨年度よりわず

かだが高くなった。 

“ 薬学離れ ” 回復の兆し

2011 年度私立薬系大学の入学志願状況一覧

＊：４年制併設校
　　日本私立薬科大学協会調査結果一覧を一部改編
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